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函
館
出
張
所
の
開
設

　

松
前
藩
の
蝦え

ぞ

ち
夷
地
交
易
港
と
し
て
開
か
れ

た
箱
館
（
現
在
の
函
館
）
は
、
幕
末
に
天
領

地
と
な
り
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
国

際
貿
易
港
と
し
て
開
港
し
ま
す
。

　

明
治
期
に
入
り
、
北
海
道
開
発
の
玄
関
口

と
し
て
、さ
ら
に
北
洋
漁
業
の
拠
点
と
し
て
、

函
館
港
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
日

本
有
数
の
港
湾
都
市
と
し
て
急
速
な
発
展
を

遂
げ
ま
す
。

　

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
国
勢
調
査
で

人
口
を
比
較
す
る
と
、
函
館
市
の
一
四
万
四

七
四
〇
人
に
対
し
、
小
樽
市
が
一
〇
万
八
一

一
三
人
、
札
幌
市
が
一
〇
万
二
五
七
一
人
、

さ
ら
に
仙
台
市
が
一
一
万
八
九
七
八
人
と
、

函
館
が
道
内
の
み
な
ら
ず
北
日
本
最
大
の
都

（
注
１
）
辰
野
金
吾

　

 

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
工

部
大
学
校
（
現
在
の
東
京
大
学

工
学
部
）
造
家
（
建
築
）
学
科

を
第
一
回
生
と
し
て
卒
業
。
近

代
日
本
建
築
界
の
先
覚
者
。
日

本
銀
行
建
築
顧
問
。
日
本
銀
行

本
店
本
館
の
ほ
か
、
東
京
駅
な

ど
明
治
大
正
期
の
日
本
を
代
表

す
る
建
築
を
数
多
く
手
掛
け

た
。

市
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
十
月
の
日
本

銀
行
開
業
後
も
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、
明

治
新
政
府
に
よ
る
北
海
道
開
発
に
伴
う
国
庫

金
取
り
扱
い
な
ど
は
、
代
理
店
契
約
の
も
と

先
に
進
出
し
た
旧
三
井
銀
行
に
委
託
し
て
い

ま
し
た
。

　

日
本
銀
行
は
、
北
海
道
開
発
の
拡
大
と

と
も
に
、
北
海
道
の
金
融
を
よ
り
円
滑
に
す

る
た
め
、
旧
三
井
銀
行
の
官
金
取
扱
業
務
の

返
上
を
機
に
、
道
内
の
札
幌
、
函
館
、
根
室

の
三
カ
所
に
出
張
所
を
設
置
し
て
同
業
務
を

日
本
銀
行
が
直
接
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
函
館
で
は
、
市
内
末
広
町
の
旧

三
井
銀
行
支
店
の
建
物
を
購
入
し
、
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
四
月
に
初
代
の
函

館
出
張
所
を
開
設
し
ま
し
た
。（
写
真
１
・
図
１
）

　

日
本
銀
行
の
な
か
で
、
大
阪
支
店
に
次
い

で
二
番
目
に
古
い
地
方
拠
点
で
す
。

　

同
出
張
所
は
明
治
二
十
八
年（
一
八
九
五
）

七
月
、
北
海
道
の
玄
関
口
と
北
洋
漁
業
の
中

心
地
と
し
て
、
北
海
道
支
店
に
昇
格
す
る
も

の
の
、
そ
の
後
の
小
樽
の
著
し
い
発
展
に
伴

い
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
八
月
、

小
樽
出
張
所
の
支
店
昇
格
と
交
代
で
再
び
出

張
所
に
戻
り
ま
し
た
。

　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
八
月
二
十
五

日
、
市
内
東
川
町
の
住
宅
密
集
地
か
ら
出
火

し
、折
か
ら
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
た
火
災
は
、

市
西
部
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
燃
え
広
が
り
ま

す
。
こ
の
大
火
に
よ
る
罹り

災さ
い

面
積
は
四
〇
万

余
坪
、
焼
失
家
屋
は
一
万
二
千
戸
と
な
り
、

初
代
函
館
出
張
所
建
物
も
類
焼
を
免
れ
ず
焼

失
し
ま
す
。

中
村
茂
樹 
日
本
銀
行
文
書
局
技
師

　幕
末
に
、
横
浜
、
長
崎
な
ど
と
と
も
に
国
際
貿
易
港
と
し
て
開
港
し
、
北
海
道
の
玄
関
口
と
し
て
も

栄
え
て
き
た
函
館
は
、
明
治
以
降
幾
度
か
の
大
き
な
火
災
を
被
り
、
そ
の
度
に
街
並
み
を
大
き
く
変
え

て
い
ま
す
。
函
館
出
張
所
・
支
店
も
度
重
な
る
大
火
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
ま
す
。
第
六
回
は
、

そ
ん
な
函
館
市
に
残
る
旧
函
館
支
店
の
建
物
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
銀
行
旧
函
館
支
店

6

日
本
銀
行
の
支
店
建
物

上・旧函館支店（現
北方民族資料館）
の現在の外観
下・新築時の外観

写真１　
初代函館出張所の外観（日本銀
行金融研究所アーカイブ所蔵）
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一
方
、
手
狭
な
初
代
建
物
に
つ
い
て
は
、

か
ね
て
か
ら
建
て
替
え
計
画
が
あ
り
、
早
い

段
階
で
、
豊
川
町
に
移
転
用
地
を
購
入
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
立
地
条
件
等
か
ら
初

代
建
物
の
建
つ
末
広
町
で
の
現
地
建
て
替
え

計
画
に
方
針
を
変
更
し
、
隣
接
敷
地
の
購
入

と
豊
川
町
敷
地
の
使
途
変
更
を
進
め
て
い
た

と
こ
ろ
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
の
火
災
焼
失
と

な
っ
た
た
め
、
豊
川
町
の
空
き
所
有
地
に
急

ぎ
仮
営
業
所
を
設
置
し
つ
つ
、
焼
失
し
た
初

代
建
物
の
跡
地
に
新
た
な
営
業
所
建
物
の
建

築
計
画
が
始
ま
り
ま
す
。

二
代
目
の
函
館
支
店
建
物

　

二
代
目
の
設
計
は
、
辰
野
金
吾
（
注
１
）
と

長
野
宇
平
治
（
注
２
）
に
委
ね
ら
れ
、
さ
ら
に

大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
奥
村
精
一
郎

（
注
３
）
が
加
わ
り
ま
す
。

　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
六
月
に
着

工
し
た
工
事
は
、
九
万
円
余
の
工
費
を
費
や

し
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
月
に

完
成
し
ま
し
た
。

　

同
じ
頃
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
の

大
火
に
よ
り
焼
失
し
た
建
物
が
一
斉
に
再
建

さ
れ
ま
し
た
。
支
店
近
く
の
基

も
と
い

坂ざ
か

の
坂
上
に

現
存
す
る
旧
函
館
区
公
会
堂
（
注
4
）、
旧
函

館
支
庁
舎
（
注
5
）
も
こ
の
時
期
に
建
設
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

実
質
的
に
支
店
業
務

を
行
っ
て
い
た
出
張

所
は
、
明
治
四
十
四

年（
一
九
一
一
）五
月
、

二
代
目
建
物
の
完
成
を

前
に
、
再
び
函
館
支
店

に
改
称
さ
れ
ま
す
。

　

二
代
目
の
函
館
支
店

は
、
木
造
二
階
建
て
の

本
館
と
、
レ
ン
ガ
造
り
平
屋
建
て
の
金
庫
、

木
造
平
屋
建
て
の
食
堂
・
宿
直
室
等
の
付ふ

属ぞ
く

家や

と
北
側
塀
沿
い
の
レ
ン
ガ
造
り
倉
庫
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　

本
館
は
、
木
造
堅か

た

瓦が
わ
ら

張ば
り

下
地
（
注
６
）
漆し

っ

喰く
い

塗
り
の
外
壁
に
、
ス
レ
ー
ト
葺ぶ

き
の
屋
根

に
ド
ー
ム
屋
根
と
ド
ー
マ
窓
（
注
７
）
を
配
し

た
古
典
様
式
の
建
物
で
す
。（
写
真
２
・３
）

　

日
本
銀
行
で
初
め
て
の
寒
冷
地
建
築
と
な

る
建
物
は
、
防
寒
用
に
窓
サ
ッ
シ
を
二
重
に

し
、
屋
根
の
積
雪
対
策
に
も
工
夫
が
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
二
代
目
の
函
館
支
店
建
物
も
予

想
以
上
の
短
い
運
命
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
八
月
二
十
七

日
の
早
朝
、
東
隣
の
東
浜
町
か
ら
発
生
し
た

火
災
で
本
館
建
物
が
類
焼
し
ま
し
た
。
宿
直

職
員
の
奮
闘
に
よ
り
、
金
庫
と
付
属
家
が
延

焼
を
ま
ぬ
が
れ
、
銀
行
券
、
帳
簿
類
が
無
事写真 3　基坂から見る 2 代目函館支店

（
注
２
）
長
野
宇
平
治

　

 

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

帝
国
大
学
工
科
大
学
（
現
在
の

東
京
大
学
工
学
部
）
造
家
（
建

築
）
学
科
を
卒
業
。
日
本
銀
行

技
師
長
。
わ
が
国
屈
指
の
古
典

主
義
建
築
家
と
し
て
知
ら
れ
、

日
本
銀
行
本
支
店
を
は
じ
め
と

す
る
数
多
く
の
銀
行
建
築
を
手

掛
け
た
。

（
注
３
）
奥
村
精
一
郎

　

 

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
（
現

在
の
東
京
大
学
工
学
部
）
造
家

（
建
築
）
学
科
を
卒
業
。
日
本

銀
行
技
師
。
日
本
銀
行
旧
函
館

支
店
、
日
本
銀
行
旧
福
島
支
店

の
設
計
に
携
わ
る
。

（
注
４
）
旧
函
館
区
公
会
堂

　

 

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
の

大
火
に
よ
り
、
町
会
所
が
焼
失

し
た
後
、
新
た
な
集
会
所
お

よ
び
商
業
会
議
所
事
務
所
と

し
て
建
築
。
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
完
成
。
国
の
重

要
文
化
財
。

（
注
５
）
旧
函
館
支
庁
舎

　

 

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
の

大
火
に
よ
り
焼
失
し
建
て
直

し
た
も
の
、
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
に
完
成
。
元
町

公
園
内
に
建
つ
。
前
面
の
柱
廊

玄
関
の
エ
ン
タ
シ
ス
風
（
中
央

部
に
膨
ら
み
の
あ
る
）
の
柱
が

特
徴
。
北
海
道
有
形
文
化
財
に

指
定
。

（
注
６
）
堅
瓦
張
下
地

　

 

幕
末
か
ら
昭
和
初
期
に
多
く
用

い
ら
れ
た
、
木
造
建
物
の
外
壁

左
官
仕
上
げ
の
下
地
工
法
。
木

ず
り
（
小
幅
板
を
す
き
間
を
あ

け
て
張
っ
た
下
地
）
の
上
に
平

瓦
を
釘
で
留
め
、
モ
ル
タ
ル
で

中
塗
り
し
た
も
の
。
現
在
は
ラ

ス
下
地
（
金
属
製
の
金
網
を

張
っ
た
下
地
）
工
法
が
主
流
。

（
注
７
）
ド
ー
マ
窓

　

 

西
洋
建
築
に
お
け
る
屋
根
裏
や

吹
き
抜
け
へ
の
明
か
り
採
り
や

外
気
導
入
を
目
的
と
し
た
窓
。

図２　2 代目函館支店の平面図

写真 2　2 代目函館支店の外観

図１　歴代函館支店の所在地　

黄色部分は「重要伝統的建造物群保存地区」を示す
（注）初代出張所・2 代目支店とも同位置
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監
修
を
委
ね
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
敷
地
内
の
レ
ン
ガ
造
り
金
庫
と

倉
庫
以
外
の
残
存
木
造
付
属
家
を
売
却
処
分

し
た
後
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
八
月

に
着
工
し
、
同
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
二

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

三
代
目
の
函
館
支
店
の
建
物
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
の
本
館
と
同
二

階
建
て
の
付
属
家
、
お
よ
び
既
存
の
レ
ン
ガ

造
り
平
屋
建
て
の
金
庫
お
よ
び
倉
庫
で
構
成

さ
れ
、
本
館
、
付
属
家
は
既
存
金
庫
と
渡
り

廊
下
で
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
３
）

　

本
館
は
、
人
造
花か

崗こ
う

石せ
き

貼
り
の
外
壁
の
二

階
上
部
に
コ
ー
ニ
ス
（
注
10
）
を
付
し
、ペ
デ
ィ

メ
ン
ト
（
注
11
）
を
冠
し
た
正
面
玄
関
の
両
側

に
丸
柱
の
列
柱
と
ア
ー
チ
窓
を
配
し
、
更
に

上
部
バ
ル
コ
ニ
ー
に
壺
飾
り
（
注
12
）
装
飾
石

を
設
け
る
な
ど
、
古
典
様
式
の
デ
ザ
イ
ン
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
５
）

　

ま
た
、
渡
り
廊
下
を
含
む
新
築
建
造
物
の

内
外
装
は
す
べ
て
不
燃
材
と
し
、
扉
や
窓
等

の
建
具
も
す
べ
て
鉄
製
と
す
る
な
ど
、
防
火

対
策
を
徹
底
し
ま
し
た
。（
写
真
６
）

外
観
を
変
え
た
増
改
築
工
事

　

そ
の
後
、
二
代
目
か
ら
使
用
し
た
レ
ン
ガ

造
り
の
金
庫
が
構
造
・
設
備
と
も
著
し
く
老

朽
化
し
た
こ
と
に
加
え
、
戦
後
の
事
務
量
の

激
増
に
よ
り
、
営
業
事
務
室
・
金
庫
と
も
著

し
く
手
狭
と
な
っ
た
た
め
、
増
改
築
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

既
存
敷
地
に
増
築
余
地
が
な
い
こ
と
か

ら
、先
行
し
て
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

に
東
側
隣
地
を
購
入
し
、
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）四
月
に
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
三
階
・
地
下
一
階
建
て
の
新
館
の
増

築
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
レ
ン
ガ
造
り
金
庫
の
取
り
壊
し

と
、
本
館
の
改
築
お
よ
び
付
属
家
の
増
改
築

を
行
い
、
一
年
半
の
工
期
を
か
け
て
昭
和

二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
十
二
月
に
完
成
し

ま
し
た
。（
図
４
）

　

ま
た
、
同
増
改
築
工
事
に
合
わ
せ
、
外
装

劣
化
の
進
捗
が
著
し
い
本
館
の
外
装
改
修
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

外
装
石
は
凍
害
に
よ
る
損
傷
が
著
し
い
た

め
、
円
柱
や
コ
ー
ニ
ス
等
の
装
飾
部
分
を
含

む
す
べ
て
を
取
り
除
き
、
腐
食
の
著
し
い
窓

写真 4　
大火で類焼する 2 代目函館支店

（日本銀行金融研究所アーカイブ
所蔵）

で
あ
っ
た
こ
と
が
不
幸
中
の
幸
い
で
、
休
業

す
る
こ
と
な
く
付
属
家
を
利
用
し
て
当
日
の

営
業
を
行
い
ま
し
た
。（
写
真
４
）

　

そ
の
後
、
旧
第
一
銀
行
支
店
で
空
き
家
に

な
っ
て
い
る
建
物
を
借
用
し
て
仮
営
業
を
開

始
す
る
一
方
、
本
店
か
ら
平
松
浅せ

ん

一い
ち

（
注
８
）

技
手
が
現
地
に
向
か
い
、
延
焼
を
ま
ぬ
が
れ

た
金
庫
の
前
に
仮
営
業
場
を
設
け
る
こ
と
に

よ
り
支
店
を
仮
復
旧
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
火
に
よ
る
街
区
改
正
に
よ
り
、

末
広
町
周
辺
の
道
路
を
拡
幅
す
る
こ
と
に
な

り
、
営
業
所
敷
地
の
道
路
側
幅
二
間
分
を
函

館
市
に
売
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
再
び
新
た
な
営
業
所
建
物
の
計

画
が
始
ま
り
ま
す
。

三
代
目
の
函
館
支
店
建
物

　

三
代
目
の
設
計
は
日
本
銀
行
技
手
の
平
松

浅
一
が
携
わ
り
、
元
日
本
銀
行
技
師
で
建
築

界
の
長
老
で
あ
る
葛
西
萬ま

ん

司じ
（
注
９
）
に
設
計写真 5　3 代目函館支店の外観（新築時）

（
注
８
）
平
松
浅
一

　

 

日
本
銀
行
技
手
。
大
正
期
、
長

野
宇
平
治
等
多
く
の
技
師
が
日

本
銀
行
を
辞
職
し
た
後
も
文
書

局
に
残
り
、
日
本
銀
行
本
支
店

建
物
の
設
計
を
手
掛
け
る
。
旧

松
江
支
店
（
初
代
）、
旧
函
館

支
店
（
三
代
目
）
等
を
設
計
。

（
注
９
）
葛
西
萬
司

　

 

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

帝
国
大
学
工
科
大
学
（
現
在
の

東
京
大
学
工
学
部
）
造
家
（
建

築
）
学
科
を
卒
業
。
日
本
銀
行

技
師
と
し
て
本
店
本
館
、
西
部

支
店
に
携
わ
っ
た
後
、
辰
野
金

吾
と
辰
野
葛
西
建
築
設
計
事
務

所
を
共
同
経
営
。
旧
盛
岡
銀
行

本
店
本
館
、東
京
駅
等
を
設
計
。

（
注
10
）
コ
ー
ニ
ス

　

 

西
洋
建
築
の
外
壁
頂
部
や
、
屋

根
庇
の
下
な
ど
に
付
さ
れ
る
水

平
の
細
長
い
突
出
部
。
蛇
腹
。

（
注
11
）
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト

　

 

西
洋
建
築
の
切
り
妻
屋
根
に
お

け
る
妻
側
屋
根
下
部
と
水
平
材

に
囲
ま
れ
た
三
角
形
の
部
分
。

（
注
12
）
壺
飾
り

　

 

西
洋
建
築
に
お
け
る
屋
根
や
バ

ル
コ
ニ
ー
手
す
り
上
等
に
設
け

る
壺
状
の
飾
り
。

（
注
13
）
石
川
啄
木
資
料
館

　

 

函
館
市
文
学
館
の
二
階
に
開

設
。
函
館
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

石
川
啄
木
関
連
の
資
料
を
収

蔵
・
展
示
。

（
注
14
）
函
館
市
北
方
民
族
資
料
館

　

 

市
立
博
物
館
旧
蔵
資
料
の
ほ

か
、
函
館
出
身
の
馬
場
脩お
さ
む、
児

玉
作
左
衛
門
両
氏
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
収
蔵
・
展
示
。
馬
場

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
国
の
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
。

（
注
15
） 

開
拓
使
函
館
支
庁
仮
博

物
場

　

 

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
五

月
に
開
場
。
木
造
平
屋
建
て
。

開
拓
史
の
米
国
人
顧
問
ホ
ー
レ

ス
・
ケ
プ
ロ
ン
が
博
物
館
と
図

書
館
の
設
立
を
提
言
し
整
備
さ

写真 6　3 代目函館支店の営業場（新築時）
　　　　（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）
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サ
ッ
シ
も
す
べ
て
更
新
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
７
）

　

本
館
内
装
も
、
営
業
場
の
拡
幅
に
合
わ
せ

た
大
幅
な
模
様
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　

増
改
築
工
事
に
よ
り
本
館
外
観
が
一
変
し

た
現
在
、
大
正
末
期
の
歴
史
的
建
物
と
し
て

は
あ
ま
り
に
も
平
坦
で
お
と
な
し
い
外
観
に

戸
惑
い
を
受
け
る
の
も
や
む
を
得
ま
せ
ん
。

　

新
築
時
の
外
観
が
保
存
さ
れ
て
い
れ
ば
と

悔
や
ま
れ
ま
す
。

北
方
民
族
資
料
館
と
し
て
の

保
存
・
活
用

　

さ
ら
に
、
業
務
の
更
な
る
拡
大
と
建
物
設

備
の
老
朽
化
と
と
も
に
、
東
部
に
移
動
す
る

市
街
地
の
流
れ
に
対
応
し
て
、
市
の
中
心

地
に
適
地
を
求
め
て
移
転
す
る
こ
と
に
な

り
、
新
築
用
地
と
し
て
東

し
の
の
め雲
町ち

ょ
うの
旧
函
館

郵
便
局
の
跡
地
を
購
入
し
、
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）
十
月
に
現
在
の
四
代
目
函
館

支
店
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
。（
写
真
８
）

　

一
方
、
三
代
目
の
旧
支
店
建
物
は
函
館
市

の
所
有
と
な
り
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

十
一
月
に
函
館
市
北
方
民
族
資
料
館
と
石
川

啄
木
資
料
館
の
併
設
館
が
建
物
の
一
階
と
二

階
に
分
け
て
開
館
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
旧

第
一
銀
行
函
館
支
店
の
建
物
を
利
用
し
て
開

館
し
た
函
館
市
文
学
館
に
石
川
啄
木
資
料
館

（
注
13
）
が
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
、
全
館
を

函
館
市
北
方
民
族
資
料
館
（
注
14
）
と
し
て
再

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。（
写
真
９
）

　

同
資
料
館
は
、
日
本
で
一
番
古
い
博
物
館

の
ひ
と
つ
で
あ
る
開
拓
使
函
館
支
庁
仮
博
物

場
（
注
15
）
か
ら
の
旧
蔵
資
料
を
含
む
希
少
な

ア
イ
ヌ
民
族
資
料
を
数
多
く
所
蔵
し
て
、
世

界
的
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

函
館
山
の
麓ふ

も
とに
広
が
る
元
町
、
末
広
町
を

始
め
と
す
る
西
部
地
区
は
、
国
際
貿
易
港

の
外
国
人
居
留
地
と
し
て
の
文
化
を
強
く

残
し
、
ま
た
大
正
・
昭
和
初
期
の
数
多
く

の
文
化
財
建
物
が
現
存
し
て
、
平
成
元
年

（
一
九
八
九
）
四
月
に
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
（
注
16
）
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
街
の
中
心
が
駅
前
中
央
地
区
と
五
稜
郭

の
あ
る
東
部
地
区
に
移
動
し
、
さ
ら
に
北
東

方
面
に
居
住
地
が
伸
び
て
い
る
現
在
、
同
地

区
に
残
る
建
物
の
多
く
が
博
物
館
、
資
料
館

と
し
て
活
用
さ
れ
、

有
力
な
観
光
資
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、

旧
函
館
支
店
建
物

が
函
館
の
歴
史
を

伝
え
る
建
物
と
し

て
保
存
・
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

れ
た
。
日
本
最
古
の
地
方
博
物

館
。

（
注
16
） 

重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区

　

 

文
化
財
保
護
法
に
規
定
す
る
文

化
財
種
別
の
ひ
と
つ
。
伝
統
的

建
造
物
群
お
よ
び
こ
れ
と
一
体

を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成

し
て
い
る
環
境
を
保
存
す
る
た

め
に
、
特
に
価
値
が
高
い
と
し

て
国
が
選
定
す
る
地
区
。
現
在

一
〇
四
地
区
が
選
定
。（
図
1
）

図 3　新築時の 3 代目函館支店の平面図

写真 7　3 代目函館支店の外観（増改築後）
　　　　（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真 8　現在の函館支店（4 代目）

写真 9　函館市北方民族資料館の内部

図 4　増築後の 3 代目函館支店の平面図


